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中
津
宮
の
七
夕
祭
は
、
八

0
0
年
以
上
の
伝
統
を
持
つ
神
事

で
、
筑
前
大
島
が
七
夕
伝
説
発
祥
の
地
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。

こ
の
伝
統
を
復
興
す
る
と
共
に
、
大
島
が
七
夕
伝
説
発
祥
地

で
あ
る
こ
と
を
多
く
の
皆
様
に
知
っ
て
頂
く
為
に
、
大
島
住
民

と
宗
像
観
光
協
会
（
吉
武
邦
彦
会
長
）
、
大
島
村
商
工
会
（
里
口

一
男
会
長
）
の
協
力
に
よ
り
「
む
な
か
た
大
島
七
夕
祭
り
」
と
題

し
て
、
島
民
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
ま
れ
た
。

八
月
一
ー
七
日
ま
で
を
七
夕
週
間
と
し
、
七
月
三
十
一
日
に

は
沖
・
中
両
宮
奉
賛
会
（
佐
藤
千
里
会
長
）
に
よ
っ
て
中
津
宮
境

内
及
び
、
大
島
フ
ェ
リ
ー
タ
ー
ミ
ナ
ル
、
海
水
浴
場
周
辺
を
七
夕

飾
り
で
装
飾
す
る
と
共
に
、
期
間
中
に
旅
館
・
民
宿
に
宿
泊
さ

れ
た
方
に
は
中
津
宮
境
内
で

湧
き
出
る
「
天
ノ
真
名
井
」
の

御
神
水
と
七
夕
短
冊
が
プ
レ

ゼ
ン
ト
さ
れ
た
。

八
月
七
日
祭
典
当
日
に

は
、
早
朝
よ
り
沖
中
両
宮
奉

賛
会
、
敬
神
婦
人
部
（
河
辺
恒

子
部
長
）
の
奉
仕
に
よ
り
境

内
周
辺
の
七
夕
装
飾
が
行
わ

れ
、
中
津
宮
境
内
周
囲
は
七

夕
飾
り
一
色
で
彩
ら
れ
、
午

後
六
時
頃
に
は
浴
衣
姿
の
島

民
や
、
島
外
か
ら
の
参
拝
者

が
続
々
と
中
津
宮
へ
参
集
。

宗

[ 

1 毎月 1 ・ 15日肖茨祭
午前10時～
高宮祭

第二宮•第三宮祭
引き続き

宗像護国神社

月命日祭(I日）

巡拝(1 5 日）

午前 1 1 時～
総社祭

※ 1 日は併せて風鎖祭斎行

浦安舞奉奏(I日）
豊栄舞奉奏 (I 5 日）

|23日皇霊殿遥拝式
午前10時～

|31 日秋季大祭
総社地主祭午後5時～

曾薔祭 午後6時～

9月祭事暦

味噌せんべい・博多の四季

未舗飴月魯
代表取締役三野拓蔵
〒812-0029

福岡市博多区古門戸町1-11
TEL 092-291-2966 
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神
賑
わ
い
と
し
て
沖
・
中
両
宮
翼
賛
会
夕
日
輝
く
海
を
背
景
に
ベ
ン
チ
ャ
ー
ズ
島
で
は
七
日
間
参
籠
し
て
、
七
夕
の
夜

（
上
野
美
実
会
長
）
に
よ
る
「
か
き
氷
・
タ
サ
ウ
ン
ド
や
美
声
が
披
露
さ
れ
る
と
、
に
な
る
と
二
枚
の
短
冊
に
想
う
人
の
名

コ
串
焼
き
」
、
大
島
青
年
団
の
「
金
魚
す
観
客
も
リ
ズ
ム
に
合
わ
せ
て
踊
り
出
す
を
別
々
に
記
し
て
、
中
津
宮
境
内
を
流

く
い
、
ヨ
ー
ヨ
ー
釣
り
」
、
JA
宗
像
大
島
な
ど
、
大
変
な
盛
り
上
が
り
で
あ
っ
た
。
れ
る
「
天
の
川
」
に
流
し
、
二
つ
の
短
冊
が

支
店
の
「
ビ
ー
ル
販
売
」
、
宗
像
市
の
「
大
午
後
八
時
に
は
厳
粛
に
七
夕
祭
り
が
並
ん
で
流
れ
る
と
、
神
が
夫
婦
の
契
り

島
牛
試
食
会
」
が
催
さ
れ
る
と
共
に
、
ヤ
斎
行
さ
れ
、
参
列
者
は
そ
れ
ぞ
れ
の
祈
を
許
し
て
く
だ
さ
っ
た
。
あ
る
い
は
「
天

ズ
ッ
コ
会
（
河
野
幸
一
代
表
）
に
よ
り
境
り
を
込
め
て
玉
串
を
捧
げ
た
。
祭
典
後
の
川
」
に
水
の
入
っ
た
タ
ラ
イ
を
浮
か
べ

内
及
び
道
路
沿
い
に
竹
灯
が
灯
さ
れ
、
に
行
わ
れ
る
恒
例
の
七
夕
踊
り
も
参
加
て
、
そ
の
中
に
想
う
人
の
名
を
記
し
た

家
族
連
れ
を
中
心
に
七
夕
の
夜
を
楽
し
者
が
多
く
、
大
鳥
居
を
二
重
の
輪
で
囲
短
冊
二
つ
を
入
れ
て
、
そ
れ
が
結
び
つ
け

ん
だ
。
：
ん
で
行
わ
れ
島
民
、
来
島
者
、
子
供
、
大
ば
、
そ
の
縁
談
は
ま
と
ま
る
と
も
い
わ

六
時
三
十
分
か
ら
は
宗
像
観
光
協
会
：
人
も
皆
で
七
夕
の
夜
を
過
こ
し
た
。
れ
て
い
た
。
さ
ら
に
子
供
の
欲
し
い
人
は

に
よ
り
、
中
津
宮
境
内
下
の
「
港
湾
緑
地
＿
全
て
の
行
事
終
了
後
、
午
後
九
時
三
」
短
冊
に
願
い
事
を
書
い
て
流
し
た
そ
う

公
園
」
で
「
七
タ
コ
ン
サ
ー
ト
」
を
開
催
。
一
十
分
に
は
宗
像
観
光
協
会
チ
ャ
ー
タ
ー
~
で
あ
る
。

宗
像
で
演
奏
活
動
を
行
っ
て
い
る
「
ジ
ュ
一
で
、
大
島
港
よ
り
臨
時
渡
船
が
出
港
し
一
こ
の
伝
説
が
大
陸
か
ら
大
島
に
伝
わ

ピ
タ
ー
ズ
」
、
「
の
ど
自
慢
」
チ
ャ
ン
ピ
オ
―1
0
0
名
近
く
が
乗
船
、
島
外
の
人
々
一
り
、
滞
在
し
て
い
た
京
都
の
商
人
に
よ

ン
に
輝
い
た
こ
と
も
あ
る
出
光
仁
美
さ
口
は
帰
路
に
つ
き
満
天
の
星
空
の
も
と
、
本
一
り
全
国
各
地
に
伝
播
し
て
い
っ
た
と
い

ん
等
に
出
演
頂
き
、
同
協
会
イ
ベ
ン
ト
部
一
年
の
七
夕
祭
り
を
無
事
に
終
了
し
た
。
一
う
の
が
、
大
島
七
夕
伝
説
発
祥
の
地
と

（
戸
波
真
也
部
長
）
の
司
会
で
、
大
島
の
一
こ
の
七
夕
祭
り
で
あ
る
が
、
そ
の
昔
大
―
言
わ
れ
る
由
縁
で
あ
る
。

雰 宗1象建設協力令 事務局
〒811-3217 福津市中央5丁目 1-20

TEL (0940)42-3085 
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二『



3
 

第547号（昭和36年5月 10日第三種郵便物許可） 宗 MUNAKATA 像 平成18年9月 1 日金曜日

県
内
の
愛
刀
家
の
こ
協
力
の
下
、
毎
年
秋

に
開
催
の
刀
剣
展
。
今
年
は
優
美
な
刀
身

ゃ
桁
と
共
に
、
刀
の
小
道
具
も
展
示
い
た
し

ま
す
。
皆
様
、
是
非
お
越
し
下
さ
い
。

日
時
平
成

1
8年
9

月

2
3日
（
土
）
ー

1
0月
2
2日
（
日
）

時
間
午
前

9

時
ー
午
後
4
時
半

会
場
宗
像
大
社
神
宝
館

1

階
展
示
室

入
館
料
大
人

5
0
0

円

大
学
・
高
校
生

3
0
0

円

E
•

中
・
小
学
生

2
0
0

円

.̀. 

七
祐

5
1
5
名
以
上
は

1
0
0
円
引
'
,
.

（
本
料
金
で2
.
3

階
の
常
設
展
も
併
せ
て

ご
覧
頂
け
ま
す
）

]
切
り
に
切
り
て
も
祓
へ
つ
る
か
な

i
さ
ら
に
茅
輪
を
左
に
廻
り

•
宮

1
1
1
の
清
き
流
れ
に
瞑
せ
ば

i
祈
れ
る
こ
と
の
叶
わ
ぬ
は
な
し

と
古
歌
を
奉
唱
し
な
が
ら
、
三
度
潜
り
、
本
殿

i
へ
と
参
進
し
た
。

．
引
き
続
き
、
本
殿
で
夏
越
祭
を
斎
行
。
国

家
・
皇
室
の
安
泰
と
繁
栄
、
氏
子
崇
敬
者
と
、

全
国
か
ら
人
形
を
寄
せ
ら
れ
た
方
々
の
健

」
康
・
災
難
消
除
を
祈
念
す
る
祝
詞
が
、
神
島
宮

備
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
一
定
の
長
さ
鼠
に
揃
え
、
司
に
よ
り
奏
上
さ
れ
、
巫
女
に
よ
る
神
楽
「
豊

直
径
五
メ
ー
ト
ル
に
も
及
ぶ
大
茅
輪
が
奉
製
栄
舞
」
が
奉
奏
さ
れ
、
夏
恒
例
の
一
大
神
事
は

さ
れ
、
昼
過
ぎ
に
は
神
門
に
備
え
付
け
ら
れ
た
。
滞
り
な
く
終
了
し
た
。

古
来
、
こ
の
茅
輪
を
三
度
潜
れ
ば
、
邪
気
・

災
難
を
祓
い
去
り
、
暑
気
に
も
め
げ
ず
健
全

な
生
活
を
送
る
こ
と
が
出
来
る
と
伝
承
さ
れ

七
月
三
十
一
日
、
夕
刻
と
い
え
真
夏
の
強
・
て
い
る
。

い
陽
射
し
が
照
り
つ
け
る
午
後
五
時
よ
り
、
．
午
後
五
時
、
全
国
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
紅
白

夏
越
の
大
祓
神
事
が
、
古
儀
に
則
り
厳
粛
裡
．
人
形
が
茅
輪
の
前
に
供
え
ら
れ
、
神
島
宮
司

に
斎
行
さ
れ
た
。
ー
以
下
神
職
、
巫
女
、
氏
子
崇
敬
者
約
三

0
0
名

大
祓
式
は
、
奈
良
時
代
の
昔
よ
り
神
祇
官
ー
が
神
門
前
に
参
集
し
、
神
事
が
開
始
さ
れ
た
。

の
命
に
よ
り
、
国
家
的
祭
事
と
し
て
行
わ
れ
高
向
権
宮
司
が
「
大
祓
詞
」
を
奏
上
し
た
後
、

き
り
ぬ
さ
は
ら
え
つ
も
の

て
来
た
儀
式
で
あ
り
、
今
日
で
は
全
国
津
々
·
参
列
者
各
人
「
切
麻
」
で
祓
い
、
「
祓
物
」
に
息

浦
々
の
神
社
に
受
け
継
が
れ
、
旧
暦
の
六
月
]
吹
を
吹
き
か
け
て
切
り
裂
き
、
半
年
間
の

と
十
二
月
の
晦
日
に
二
季
行
わ
れ
て
い
る
。
ー
罪
・
械
を
祓
っ
た
。

当
大
社
で
は
新
暦
、
月
遅
れ
の
七
月
三
十
一
続
い
て
、
神
島
宮
司
以
下
参
列
者
全
員
で
、

一
日
に
行
っ
て
お
り
、
猛
暑
を
無
事
越
し
、
災
·
茅
輪
を
左
に
廻
り

厄
除
を
祈
る
夏
の
恒
例
祭
典
と
な
っ
て
い
る
。
•
み
な
つ
き
の
夏
越
の
祓
へ
す
る
人
は

当
日
早
朝
よ
り
田
島
地
区
総
代
、
地
元
協
千
歳
の
命
延
ぶ
と
い
ふ
な
り

力
会
の
皆
様
の
御
奉
仕
で
大
社
近
く
の
川
辺
茅
輪
を
右
に
廻
り

で
茅
取
り
作
業
が
行
わ
れ
、
大
量
の
茅
が
準
ー
思
ふ
こ
と
皆
つ
き
ね
て
と
麻
の
葉
を

糊
偕

宗
像
大
社

宮宗1象タクシー協令
〒811-4185

連絡先宗像市赤間駅前2丁目 3番14号
TEL (0940) 35 -1111 
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紐
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＇
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へ
向
け
、
行
政
も
本
格
始
動

指化玄津 し司者た中長産界
しし界市宗てら‘三野のに灘八てた灘百像 1り総貫市昌呼登沿月
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巌魯魯喜り閏］ゞ心斎町泄こ轟］り
贔塁塁悶島察＝臭ii唇畠昇塁塁
ん産遺三斎胄贋悲喜喜；夏跡農[ 9 嬰児需亙包闘研嬰津宗霊与
iム ー町、 分権聞含鷹像界る
7 目体の福 乗宮記め、市遺玄

嗜‘’4一-----------------··----------·----------------··--…---·---------------------------·--------------------------·--…---··-----·---·--`―—
つ跡程を受史る島 内に一湊 し周島す後
盆沖の見けな祭で沖の参時港当た辺のるさ
ノ土学狂と祀行津視加間を日°自現たら

熱島器し殿らのな宮察者十出は 治状めに
帯ヵ3 片tしをい意わでを全分港天 体を h 世
植北が、囲て、義れ正ゑ員程し候 へ確、界

ー<-二嬰恩：悶む高置で、塁i嘉犀臀〖 畠皐昇塁
二と沖占塁悶苫塁；〗嘉：〗＇り息］と贔§ [‘> [ : J息［
乏翠穿憂涵塁り信息琵真庇息ヽ謡幻弩 褒悶 9] 〖¥腐羞累
向高ら℃し値島たととるな遺明只に後 し！直とは 実ま沖推
か峰さ たをの様自い遺い跡を歴亘、 島ち約神 現り、ノ進

宗
像
市
長
ら
沖
ノ
島
を
現
地
視
察

一
う
際
に
は
、
夜
行
性
の
オ
オ
ミ
ズ
ナ
ギ
ド
リ

．
と
遭
遇
し
た
運
の
良
い
参
加
者
も
い
た
。

．
帰
り
に
は
、
船
で
沖
ノ
島
を
一
周
し
、
普

段
見
る
こ
と
の
で
き
な
い
島
の
裏
側
（
北
側
）

で
は
、
表
側
（
南
側
）
と
一
味
違
う
荒
々
し

~
い
姿
に
、
参
加
者
は
盛
ん
に
シ
ャ
ッ
タ
ー
を

一
切
っ
て
い
た
。

i
今
回
、
初
め
て
沖
ノ
島
に
渡
島
し
た
谷

：
井
博
美
・
宗
像
市
長
は
、
「
世
界
遺
産
登
録

を
目
指
す
取
り
組
み
の
必
要
性
を
実
感

で
き
た
。
悠
久
の
歴
史
を
誇
る
沖
ノ
島
を

．
市
民
み
ん
な
で
守
り
、
次
の
世
代
へ
引
き
継

が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
び
と
つ
の
取

り
組
み
と
し
て
世
界
遺
産
登
録
を
目
指

．
す
。
ま
た
、
沖
ノ
島
を
中
心
と
し
た
玄
界
灘

．
沿
岸
地
域
の
追
跡
を
世
界
に
知
っ
て
も
ら

[
い
た
い
」
と
感
想
を
述
て
い
た
。

．
今
後
、
宗
像
市
で
は
、
福
津
市
、
古
賀
市
、

新
宮
町
と
一
体
と
な
っ
て
沖
ノ
島
と
玄
界

．
灘
沿
岸
の
関
連
遺
跡
の
世
界
遺
産
登
録

]
活
動
を
推
進
し
て
い
く
と
の
こ
と
、
本
格
的

]
に
始
動
し
た
行
政
に
市
民
か
ら
も
期
待
が

三
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

;i滋叫；
Iしいi
ベ... m. 
一
ii神;‘
iぼ叶：
i ｛象

宗像大社御神酒醸造元

勝屋酒造合名会社
社長山本博次

福岡県宗像市大字赤間957
TEL(0940) 32-3010 FAX(0940) 32-4 772 

地球に優しいひとときを…

Genkai Group 
玄海つluーフ
〒811-3502 福岡県宗像市江口978-52
本社 TEL 0940-62-0653 FAX 0940-62-l 565 
URL http:/ /www.genkai-g.co.jp 

（有）玄海渫境サービス （宗像市許可業）
口一般廃棄物収集•運搬

玄海爛境グループ ロ浄化槽の維持管理
玄海クリーン（有） （宗像市委託許可業）

口一般・産業廃棄物収集・運搬•処理

゜ 夕羨暑1卸見3居申し上げます ê 
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たしま ほうじょうえ

宗噂夫玉秋委夭祭旧田島放生会）のこ案内
当大社最大の神事、秋季大祭を下記日程で斎行致します。皆様の御参拝を心よりお待ち申し上げます。

宗像大社秋季大祭（田島放生会）日程

海上神幸 9:30 大島港出港

（みあれ祭） 10:30 神湊港入港
10月 1 日（日）

一日祭
於＝辺津宮本殿

11 :40 
（入御祭） 主基地方風俗舞奉奏

流鏑馬神事 8:00 於＝神門前参道

10月2日（月）
二日祭 11 :00 

於＝辺津宮本殿
翁舞奉奏

三日祭 11 :00 
於＝辺津宮本殿
浦安舞奉奏

高宮秋季大祭

第二秋宮季・大第祭三宮 三日祭終了後引き続き、

10月3日（火） 各社に分かれ同時斎行

宗像秋護季大国神祭社

献茶祭 14:00 拾＝辺津宮本殿

高宮神奈備祭 18:00 飴＝辺津宮高宮祭場 お問い合わせ先宗像大社社務所 (0940)62-1311 （代）

1 神宝館休館のお知らせ
企画展開催に伴う展示替えのため、
会期の前後で休館いたします。

• • • • • • • • • ●休館日● • • • • • • • • • 

平成18年9月 19日（火）～9月22 日（金）
及び

平成18年 10月23 日（月）～ 10月27日（金）

••••••••••••••••••••••••• 
こ迷惑をおかけしますが、こ理解の
程よろしくお願いいたします。また、平
成 18年 10月28日（土）からは、企画
展「国宝一括指定記念ー沖ノ島祭
祀と宗像・福津の文化財展ー」を開
催いたします。詳細は次号に掲載予
定です。お見逃し無く！

先月号の「続浜の寄物206」で石井先生も触
れておられましたが、沖ノ島の世界遺産の可能性
について、様々な角度から考えるシンポジウムが

ぷ下記日程で開催されます。振るってご参加下さい。

シンポジウムのお知らせ く日時＞9月30日（土） 13:00~
く場所＞アクシス玄海

く参加費＞無料（定員400名）

くプログラム＞

13:00~ 谷井市長挨拶

13: 10~ 吉村作治先生基調講演

13 :50~ シンポジウム
バネリスト 小林道憲（福井大教授）

高倉洋影（西南学院大教授）
西谷正（伊都国歴史博物館長・九州大名誉教授）
平井正則（福岡教育大教授）
吉村作治（早稲田大客員教授）

コーデイネーター川勝守（立正大教授・九州大名誉教授）

16:30 閉会

く主催＞比較文明学会 ＜共催＞宗像市役所、宗像観光協会、沖ノ島物語実行委員会、宗像大社

硼□農芸りば霜品湊の昧。
ナカマル醤油廊年
宗像市神淡 1118

TEL 0940-62-0003 FAX 0940-62-0353 

SI一の専門
上、刃［青肉J苫

〒811-3304

福岡県福津市津屋崎1123
Tel 0940-52-0148 Fax 0940-52-5488 

宗像大社神濱

含資令社名B3呈45i『
代表者伊豆善也

福岡県宗像市武丸1060
TEL 0940-32-3010 FAX 0940-33-0512 

ロ
暮らしの夢を大きくひらく

株式会社城山家具
代表取締役社長寺田修
宗像市三郎丸519-1
0940-33-5538 

JA 宗像農業協圃組合
代表理事組合長 寺島 俊基

本 店 宗像市東郷4丁目 3番 l 号 TEL 0940-36-4110 
支店長田中政人

田島支店 宗像市深田75-1... TEL. 0940-62-1515 
印刷のことならお気軽にご一報ください

名刺・封筒•はがき•カラー印刷·製本のことなら

0 中ノII忍7扇／
福岡県福津市津屋崎975 TEL0940-52-0044 FAX0940-52-0414 

0
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第
五
十
一
回

* 

*
 

* 

学
校
も
夏
休
み
に
入
っ
て
ま
も
な
い
七
月
ニ
一
斎
行
さ
れ
た
後
、
中
津
宮
社
務
所
で
福
岡
書
道
一

十
一
日
、
筑
前
大
島
・
中
津
宮
で
七
夕
揮
嘔
会
：
会
の
先
生
方
の
厳
正
な
審
査
が
開
始
さ
れ
、
そ
一

が
開
催
さ
れ
、
宗
像
・
福
津
市
内
は
も
と
よ
り
福
一
の
間
子
供
達
と
保
護
者
は
中
津
宮
前
の
浜
で
毎

岡
市
か
ら
も
訪
れ
た
約
一
七0
名
の
子
供
達
は
i
年
恒
例
の
「
サ
ザ
エ
拾
い
」
や
海
水
浴
を
楽
し
み
、

島
で
の
一
日
を
満
喫
し
た
。
一
真
夏
の
大
島
を
満
喫
し
た
。

こ
の
揮
嘔
会
は
中
津
宮
で
開
催
さ
れ
る
[
午
後
三
時
に
は
審
査
も
終
わ
り
ヽ
早
速
·

「
七
夕
祭
」
に
併
せ
て
、
書
道
教
育
＼
｀
~
・
ー
t
;
'
境
内
の
回
廊
に
入
選
作
品
を
展
一

の
振
興
を
目
的
に
昭
和
三
十
比
•
；
↓
示
し
た
。
子
供
達
と
保
護
者

一
年
か
ら
始
ま
り
今
年
で
＼
十
·
]
は
熱
心
に
作
品
を
鑑
賞
·

ト
i
、
.

五
十
一
回
を
数
え
る
伝

d
l

．
ゞ
｀
‘
．
]
し
て
い
た
。

統
あ
る
行
事
で
、
大
島
J
.
.
『
'
ー
表
彰
式
で
は
、
箪
津

小
・
中
学
校
の
先
生
『
＿

•
L
)

じ
ー
、
禰
宜
よ
り
入
賞
者
に

方
を
は
じ
め
大
島
の
一-
l

や
[
―

l

賞
状
と
ト
ロ
フ
ィ
ー
が
[

各
方
面
の
こ
協
力
を
―

~
r
0

授
与
さ
れ
、
惜
し
み
i

i
こ
―

.
h
-
}

い
た
だ
き
、
夏
休
み
の
、
一
[
·
な
い
拍
手
が
送
ら
れ
i

恒
例
の
行
事
と
な
っ
て
ヤ
・
＿

9
-

て
い
た
。
午
後
四
時
に
一

い
る
。
本
年
は
、
参
加
者
·
·
1
-

し
t
.
,
し
，
：
は
表
彰
式
も
終
え
、
参
一

ヽ

の
多
い
福
津
市
、
同
市
議
ダ
ー
一
．
、
し
心
丸
加
者
一
同
、
夏
休
み
最
初

会
、
同
市
教
育
委
員
会
、
同
市
ヽ
の
思
い
出
を
土
産
に
帰
路
に
一

観
光
協
会
、
宗
像
観
光
協
会
よ
り
ー
ヽ
つ
い
た
。

各
賞
の
協
力
を
頂
い
た
。
一
大
島
の
方

参
加
者
は
、
到
着
後
直
ぐ
に
揮
瑳
会
場
で
あ
一
を
は
じ
め
関
係

一
通

る
大
島
小
・
中
学
校
の
校
舎
に
於
い
て
揮
嘔
に
挑
一
各
位
の
方
々
の
f
J
｛
り

み
、
波
音
と
蝉
の
嗚
き
声
が
聞
こ
え
る
校
舎
で
、
一
協
力
に
よ
り
、
今
i
のi欠

i
ま

皆
、
真
剣
に
打
ち
込
み
、
午
前
中
に
は
数
枚
を
書
i
年
の
七
夕
揮
睾

き
終
え
、
自
身
作
を
持
っ
て
中
津
宮
へ
来
宮
。
正
一
会
も
滞
り
な
く
．
者

]
賞

：
受

午
過
ぎ
に
は
、
全
て
の
作
品
が
提
出
さ
れ
た
。
一
終
了
し
た
。

作
品
を
御
神
前
に
奉
献
し
、
本
殿
で
祭
典
が
一
．
各

冨名 参加者名 函名 ヨ 賞名 参加者名 コ名 学年

福岡県知事四 門田郁美 自由ヶ丘南小学校 小学5年 宗像市議長四 金谷梨沙 室見小学校 小学3年

福岡県知事宮 原 愛梨 柳城中学校 中学 1 年 宗像市議長四 井土史穂 中央中学校 中学3年

福岡県議長臼 花田理沙 津屋崎小学校 小学6年 福津市議長四 永山和哉 春日野小学校 小学4年

福岡県議長宮 衣川枝里 津屋崎中学校 中学3年 福津市議長四 今泉友子 雙葉中学校 中学 1 年

福岡県教育委員会宮 三木まゆか 津屋崎小学校 小学4年 宗像市教育委員会営 つるゆうき 自由ヶ丘小学校 小学 1 年

福岡県教育委員会臼 三木祐佳里 津屋崎中学校 中学2年 宗像市教育委員会営 磯脇佑太 城山中学校 中学2年

宗像大社宮司霞 高田みのり 津屋崎小学校 小学2年 福津市教育委員会貧 永野麻衣 赤間西小学校 小学5年

宗像大社宮司四 輿田美果子 三橋中学校 中学 1 年 福津市教育委員会営 丸山帆成美 城山中学校 中学2年

宗像市長営 かやのみお 赤間小学校 小学 1 年 宗像観光協会賞 上妻由華 津屋崎小学校 小学2年

宗像市長賞 桑山雅文 中央中学校 中学2年 宗像観光協会嘗 樋口真実 篠栗中学校 中学 1 年

福津市長賞 嵩武麻里 津屋崎小学校 小学6年 福津市観光協会賓 小川 としひろ 青葉小学校 小学3年

福津市長賞 有田梨沙 中央中学校 中学3年 福津市観光協会貸 千代翔陽 福岡中学校 中学 1 年

柊石芦九名 福岡田道協会臼…九名 尚文堂四…九名 ヒロカネ四十四名

宗像玄海の観光物産品卸

⑯花田罠品株式会社
代表取締役花；田 洋~

宗像市田熊6T 目 3番27号 TEL 0940-36-5533 

出光興産株式会社販売店
東京海上日動火災保険（株）代理店

〇吉井商事株式会社
代表取締役社長吉井英海

本社宗像市深田67-7
TEL 0940-62-0004 FAX 0940-62-3343 

業大正七年鮮魚•海産物

m7詈ー：言より
ファミリーストア岡山
岡山秀雄
福岡県宗像市神淡1000
TEL 0940-62-0134 
FAX 0940-62-2914 

遠藤クリーニング
代表柴村勲
〒81 1-350 I 宗像市神湊635
Tel Qq4Q-62-02 I 7 

食料品・青果•たばこ

田中商店
福岡県宗像市神湊1052
TEL·F駆 0940-62-0122

ダ羨暑御見舞申し上げます べ
5 二r



7̀
 
第547号（昭和36年5月 10日第三種郵便物許可） 宗 MUNAKATA 像 平成18年9月 1 日金曜日

れ玄を浴場に岐のに
長回‘界撤業には対数流七
崎収灘去者も鹿 四木月
県作にしや根児唇万群の
や業もて主つ島も本が後
玄が漂いフき県 以漂半

; ［円i ；霊夏； [ : : 
木て流に：ゞ雰根閾悶皿県
群い木は出漂市。。＇ょ西
焚そ羹員て、置畠i冒る忍

、 見県流海水七はと、海
亨}望--七...............きの木巫浴・日塵そ岸一
へのも流を模長東あ え地と南市にれかたもに認ボ間か月
漂が違石受と江北つ流らか関部のなば‘の一溜めや海らに
着東う中けいの・た木れら係をもろ、樹で緒つら工をの襲

とごそ゜国死仁命靡闘名召盆魯門盆う。ど雰芸に芯摩嬰靡需よ
き海の人者一、水翡晨え 出、た、阿とがる流たいガしと中
たを長口五ーは ば が災豪九久明分ま出もるイて見国
゜渡江も千億ー大江一 考害雨州根確かいしのま。フ、ぃら大
鹿っか多人数干洪籍九 ~ ｀→匹;― たナfこれ陸
〗｀畠ぶ舟］悶 7[ ]克 _ ヽ ` 打了占るog 
吹；茫； ；ぶ焚そと、関 ：ミミ了、ふ心ぷ、 ／芦令覧， 孟夕］虐塁
上日た l で被の特中月 1 :fヅと．と•バ吠りは さ：‘｀ご｀ 流等ジ長洪
浜本もル勺害規に国に 1；？ふ衣：裕宍唸．、．．｀｀ふ翠迄：、ヽ、 域がツ期水
···························································································●一疇 •................................................................................................................................................................... 
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宗
像
市
光
岡
白
土
凌
一

学
生
の
後
姿
に
吾
思
う
故
に
我
有
り
老
い
て
知
り
な
ん

異
色
な
見
立
て
だ
が
、
下
句
が
判
ら
な
い
「
吾
に
も
か
か
る
時
代
の
あ
り
し
」
な

匿
ら
判
る
。
言
葉
は
自
分
の
言
葉
で
正
確
に
使
う
こ
と
が
必
要
。

宗
像
市
光
岡
森
田
富
佐
子

花
好
む
友
は
お
花
を
買
い
求
め
部
屋
に
飾
り
て
皆
の
目
を
び
く

花
好
き
な
人
な
の
で
心
優
し
い
の
だ
ろ
う
が
、
こ
の
ま
ま
で
は
自
己
顕
示
欲
の
強
い
人
と
な
る
。

匿
（
花
好
む
友
が
お
花
を
買
い
て
き
て
飾
れ
ば
部
屋
の
明
る
く
な
り
ぬ
）
の
詠
い
方
も
あ
る
。

う
き
は
市
浮
羽
町
向
則
正

真
夜
中
の
庁
舎
に
ひ
と
り
音
絶
へ
て
ダ
ム
放
流
の
灯
の
み
点
滅
す

先
達
の
崇
雨
の
時
の
筑
後
川
だ
ろ
う
。

回
二
句
は
「
庁
舎
は
ひ
っ
そ
り
」
の
方
が
い
い
。

福
津
市
中
央
中
村
勇

兄
征
き
て
故
里
の
田
植
加
勢
す
る
最
中
に
吾
に
も
令
状
の
来
る

田
冒
0ら
4

句
を
「
里
の
田
植
を
加
勢
す
る
最
中
わ
れ
に
も
」
と
定
型
に
し

福
津
市
若
木
台
野
間
精
一

ワ
カ
サ
ギ
も
山
椒
も
と
も
に
貰
び
も
の
佃
煮
に
し
て
今
宵
の
一
菜

百
一
こ
の
一
菜
に
は
精
神
的
な
豪
華
さ
が
あ
り
、
節
調
も
い
い
。

福
津
市
中
央
池
浦
千
鶴
子

厨
よ
り
見
る
に
あ
ら
ね
ど
家
中
に
笑
ぴ
声
せ
る
テ
レ
ビ
は
消
さ
ず

前
向
き
な
作
者
の
有
り
様
が
し
の
ば
れ
る
一
首
。

匿
二
句
は
「
見
へ
る
な
ら
ね
ど
」
四
旬
は
「
笑
ひ
声
す
る
」
が
い
い
。

宗
像
市
田
久
巻
桔
梗

百
万
の
実
の
落
ち
つ
ぎ
て
芽
生
え
け
む
神
の
林
の
楢
の
を
さ
な
木
（
大
社
の
楢
の
林
に
て
）

百
万
」
は
沢
山
の
形
容
詞
だ
が
、
「
幾
万
」
位
で
も
い
い
の
で
は
、
言
葉
は
言

回
：
を
殺
す
場
合
も
あ
る
。

福
津
市
星
ヶ
丘
佐
々
木
和
彦

不
如
帰
す
で
に
蹄
か
な
く
な
り
し
杜
鴬
暗
け
り
青
田
隔
て
て

評
一
下
句
は
倒
置
し
て
「
青
田
隔
て
て
怜
は
暗
く
」
も
選
択
肢
の
一
っ
゜

社
歌
会
詠
革

大
野
展
男
選
毎
月

2
5
Hメ
切

福
津
市
在
自
増
田
武
光

享
年
を
二
十
オ
と
刻
む
戦
死
者
の
碑
の
か
た
わ
ら
に
露
草
の
花

の
大
戦
を
知
ら
な
い
世
代
が
八

0
バ
ー
セ
ン
ト
近
く
な
っ
た
今
、
中
村

o
of
F
品
と
同
じ
く
戦
の
悲
惨
を
今
猶
失
わ
ず
に
い
る
作
者
で
あ
る
。

宗
像
市
東
旭
ヶ
丘
天
野
玲
子

取
り
置
き
し
玉
ね
ぎ
痛
み
て
夕
鮪
に
は
煮
物
、
汁
物
、
天
魅
羅
と
な
る

野
間
作
品
と
違
い
こ
れ
は
料
理
の
数
は
多
い
が
、
気
持
の
上
で
は
崇
華
と

団
は
言
え
な
い
。
そ
こ
が
面
白
い
。

宗
像
市
日
の
里
大
和
美
由
紀

禅
寺
の
静
か
な
池
に
蝶
螂
ゐ
て
赤
き
腹
見
せ
垂
直
に
浮
く

叩
汀
疇
』
。
静
寂
さ
は
充
分
に
出
た
一
首
だ
か
ら
、
二
句
は
「
裏
昼
の
池

宗
像
市
大
井
木
原
ふ
さ
子

潮
願
を
友
と
し
独
り
住
む
人
の
表
も
裏
も
ア
ロ
エ
咲
か
し
む

田
コ
言
]
昇
‘
」
い
い
註
認
』
『
い
t
f
j
れ
る

0し
、
結
句
は
「
咲
か
し

宗
像
市
田
野
森
甲
子

山
水
の
流
れ
に
沿
び
て
咲
く
菖
蒲
花
生
き
生
き
と
紫
濃
ゆ
し

回
戸
れ
き
]
鱈
韓
『
コ
ロ
鬱
『
い
喜
と
あ
る
の
で
四
句
は
花
を
除
き

宗
像
市
大
島
杉
田
纏
子

宗
任
の
墓
所
を
守
る
こ
と
繁
る
榎
の
若
葉
さ
や
さ
や
と
な
る

「
繁
る
」
の
終
止
形
で
な
く
繁
り
（
て
）
の
連
用
形
に
し
、
さ
や
さ
や
と
な
る

回
は
嗚
る
と
表
記
す
べ
き
で
あ
る
。

北
九
州
市
八
幡
竹
内
結
子

梅
雨
が
来
て
池
の
水
か
さ
増
し
に
増
し
お
魚
さ
ん
も
ビ
ッ
ク
リ
ぎ
ょ
う
て
ん

い
一
首
だ
が
、
結
句
「
び
っ
く
り
ぎ
ょ
う
て
ん
」
は
原
作
は
「
び
っ
く

回
”
言
ん
」
と
害
い
て
お
り
言
葉
遊
び
の
企
み
も
あ
り
楽
し
い
。

宗
像
市
ひ
か
り
ヶ
丘
清
水
亜
矢
子

雨
降
り
て
梅
雨
の
終
わ
り
を
告
げ
る
晴
ま
だ
お
と
ず
れ
ぬ
青
染
ま
る
空

茎
梅
m
の
終
わ
り
を
ん
i
げ
る
の
に
ま
だ
お
と
ず
れ
寄
染
ま
る
空
）
と
す
れ
ば
翌
は
‘
ほ
っ
き
り
す
る
。
す
ぐ
れ
た
感

匿
炉
つ
人
な
の
言
器
い
を
山
岳
い
て
欲
し
い
。
竹
内
さ
ん
と
一
一
人
ま
だ
衷
っ
と
右
い
ひ
と
で
あ
り
。
楽
し
み
で
あ
る
。

宗
像
市
池
田
森
龍
子

観
策
樹
の
湿
り
含
み
て
厚
き
策
は
上
が
り
枢
に
夕
光
落
と
す

梅
雨
明
け
の
タ
ベ
で
あ
ろ
う
。
景
も
あ
り
、
生
活
も
見
え
て
心
ぴ
か
れ
る
。

回
一
句
は
「
湿
り
含
み
し
」
と
し
た
い
。

翠
冑
□`[
国
｀
い
旱

詳
細
は
次
号
で
す

が
、
東
西
神
社
人
野

球
大
会
出
場
の
為
、
神
戸
へ
行
か
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
野
球
の
結
果
以
上
に
、
翌
日
の
視
察
で
訪
れ

た
震
災
記
念
館
と
甲
子
園
が
心
に
残
り
ま
し
た
▼

甲
子
園
は
先
程
早
実
の
優
勝
で
富
を
下
ろ
し
ま
し

た
。
エ
ー
ス
斎
藤
君
の
お
か
げ
か
高
校
野
球
の
魅
力

を
存
分
に
み
せ
て
く
れ
た
、
近
年
に
な
い
爽
や
か
な

大
会
で
し
た
マ
一
方
の
震
災
記
念
館
は
、
棗
新
の
技

術
に
よ
り
、
実
際
の
地
鳴
リ
、
揺
れ
、
風
、
各
地
域
ご

と
に
建
物
が
崩
れ
る
映
像
と
、
直
下
型
地
震
の
凄
ま

じ
さ
が
よ
く
分
か
り
ま
し
た
。
分
か
り
過
ぎ
て
、
被

災
者
の
方
は
気
分
が
悪
く
な
っ
た
リ
棗
後
ま
で
見

れ
な
い
方
が
多
い
そ
う
で
す
。
正
直
、
こ
ん
な
に
す
ご

か
っ
た
と
は
思
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
人
生
で
一
度

と
言
い
ま
す
が
、
こ
の
記
念
館
は
是
非
一
度
訪
れ
る

こ
と
を
お
匹
め
し
ま
す
。

(
M
.
o
)

宗
像
市
東
郷
田
中
憲
象

母
と
子
に
優
し
き
影
の
日
傘
か
な

宗
像
市
光
岡
白
土
凌
一

赤
と
ん
ぼ
大
空
飛
ば
ん
盆
近
し

福
津
市
在
自
増
田
武
光

夕
焼
が
あ
り
戦
傷
の
父
が
あ
り

宗
像
市
日
の
里
花
田
い
つ
枝よし
ず

明
日
は
明
日
一
卜
日
終
り
し
殴
四
繰
る

宗
像
市
東
郷
宗
風
社
俳
句
会
士
口
田
杏
子

山
畑
に
か
ぞ
へ
て
植
ゑ
し
レ
タ
ス
苗

宗
像
市
東
郷
三
浦
美
千
代

ゅ
っ
く
り
と
母
と
歩
き
ぬ
月
の
浜

宗
像
市
東
郷
田
中
雨
葉

青
梅
雨
や
音
を
び
そ
め
て
朝
戸
く
る

宗
像
市
東
郷
木
原
房
子

ど
の
部
屋
も
紫
陽
花
さ
し
て
梅
雨
f
J
も
る

、
阿平

品
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